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晴れ渡った空に木々の緑が美しい季節になりました。

皆様いかがお過ごしですか？今回は、糖尿病と歯周

病の関係と歯周病の予防についてお話したいと思い

ます。 

 

 

 

                   

歯周病はプラーク（歯垢）が主な原因となり、歯を支える

組織が炎症を起こす病気です。プラークとは「細菌のかた

まり」で、放置しておくと歯を支える骨が溶け、最後に歯

を失うことになります。 

 

        （ジョンソン・エンド・ジョンソンのサイト参照） 
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糖尿病の慢性合併症に「網膜症」「腎症」「神経障害」の

三大合併症があることは、良く知られていますが、それ

と並んで歯周病も合併症として位置づけられています。

糖尿病は歯周病を悪化させる原因のひとつと考えられて

きましたが、同時に歯周病が糖尿病を悪化させる原因に

もなっていると言われるほど、互いに深い関係があるこ

とがわかってきました。 

糖尿病と歯周病はお互い悪い影響を及ぼしてい

ます。 

 

 

・食べ物がうまく噛めなくなることにより、偏った食品

しか摂取できなくなると血糖コントロールに悪影響を与 

 

える。 

・歯周病菌は、血液を介して血糖をコントロールするホ

ルモンであるインスリンの働きを妨げ、糖尿病を悪化

させる可能性がある。 

歯周病を治療したことにより、血糖コントロ

ールが改善する場合があります。 

                 

 

 

 

① プラークは食事するたびに歯に付着しますので食後

の歯磨き、必要に応じて歯間ブラシ、デンタルフロス

などで丁寧に取り除く。 

② 物を良く噛むことで唾液が分泌され、細菌を洗い

流してくれるため歯周病、虫歯、口臭予防に繋がる。 

③ 禁煙に心がけましょう。タバコを吸う人は吸わ

ない人により歯周病になりやすいことが分かってい

ます。タバコに含まれるニコチンは血流を悪くさせ

るので、糖尿病治療にも悪影響を及ぼします。 

④ 定期的に歯科で検診を受けましょう。 
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１、歯周病って、どんな病気？ 

２、糖尿病と歯周病の関係  

 

３、歯周病にかかると 

 

歯周病治療大切 

４、歯周病の予防 


